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の得点により， A : Acceptable積極交流型 （他者信頼
力も対人感受力も強いタイプ， B: Believable信頼先
行型 （他者信頼力は強いが対人感受力は弱いタイプ），
C : Careful感受優先型 （他者信頼力は弱いが対人感受


















得点により ，A : Ambition援助充実型 （対人好感力も
現実対処力も強いタイプ），B: Breakthrough対人好
感型 （対人好感力は強いが現実対処力は弱いタイプ），
C : Commitment現実対処型 （対人好感力は弱いが現






生176名 (96%),3年生164名 (92%). 





































1年生と 2年生を比較すると， リレーション ・マッ
プの対人開放性が 2年生に有意に高い (p<O.05)が他




る．また， 1年生と 3年生においても 3年生が，対人







パーソナル・マップ コミュニケーション・マップ リレーション・マップ サポート・マップ
学年
自己受容性 自己表現力 他者信頼力 対人感受力 対人行動力 対人開放性 対人好感力 現実対処力
mean士SD mean士SD mean士SD mean土SD mean土SD mean士SD mean士SD mean士SD
1 (n=l77) 
2 (n=l76) 
3 (n= 164) 
41.2士19.5---, 39.1士17.8--, 54.2土23.1--, 54.4士5.8
39 5土191]・41 1士197]・58 8士224]・53 7士59 
48.7士19.7Ll 47.7土20.QLl 66.7士20.QLl 54.Q土6.1
53.5士10.5
51.6土9.8

























































































* : p<0.05, ** : p<0.01 





自己受容性 自己表現力 他者信頼力 対人感受力 対人行動力 対人開放性 対人好感力 現実対処力
mean土SD mean士SD mean士SD mean士SD mean土SD mean士SD mean士SD mean士SD
37 1土1588 ]•• 39 8士174 55 8 土 22 . 2〗．． 53.1士53 50.4土9.7 51.6士7.3J］・ 54 2土62 45 6士7.5J・
36.6士182 拿•398士185 59 9土22.1 .53.4士49 49 6土10.1}・ 52 4士65 .540土66 46 1士8.1 • 
46.1土19.1 42.2士18.2 64 1土21.1 54 6士54 52 2士96 53.9士5.6 54 4土6.5 49.5士7.6
標準＝50 * : p<0.05, * : p<0.01 
較では，コミュ ニケーション ・マップの他者信頼力が
2年次に有意に上昇している (p<O.05)以外は，ほと
んど変化がなく ， 1年次と 2年次は似た傾向にある．
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対人好感力
* n = 67,検査結果の解析及びマップヘの展開は適正科学研究センターによる，ーー一ーは平均値を示す
図 1 縦断的調査群の学年別推移










































各学年の対人援助の行動特性の比較から見ると ， 1 
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